
子孫へ残る生活環境の整備 下水道
通行止めのお知らせ（県道洲本南淡線の稲田橋から丸山池まで）
職員編成表
こちら教育委員会です
ホストファミリー及び通訳ボランティア大募集
まちかどトピックス
第 子以降の出産者に祝金を支給します
三原郡交流コーナー 町のすがたに迫る
保健だより
医療福祉一口メモ
暮らしのインフォメーション
健康カレンダー



灘吉野浄化センター

建設中の賀集浄化センター ��
��
��
��
��
��
��
��

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

��
��
��
��
��
��
��
��

ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ四

月
二
十
日
、

灘
吉
野
浄
化
セ

ン
タ
ー

の
竣
工
式
が
現
地
で
催
さ

れ
、
神
事
や
紅
白
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
浄
化
セ
ン

タ
ー
は
、
灘
吉
野
・
惣
川
・
黒
岩
の

三
町
内
会
世
帯
数
約
百
戸
の
生
活
排

水
処
理
を
行
い
ま
す
。
総
事
業
費
が

八
億
二
千
六
百
万
円
で
、
平
成
十
三

年
度
か
ら
工
事
着
手
し
、
完
成
ま
で

に
三
年
を
要
し
ま
し
た
。

灘
地
区
で
は
山
本
、
仁
頃
、
円
実

の
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
続
い
て
四
箇
所

目
と
な
り
、
こ
れ
で
灘
地
区
の
集
合

処
理
施
設
は
全
て
完
成
と
な
り
ま
す
。

竣
工
式
で
森
町
長
は
、

豊
か
な

自
然
が
あ
る
灘
地
区
の
環
境
負
荷
を

軽
減
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。

と
述

べ
ま
し
た
。

平
成
七
年
度
よ
り
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
阿
万
地
区
の
下
水
道
に
つ

い
て
は
、
十
四
年
四
月
に
阿
万
浄
化

セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始
を
し
、
着
々

と
接
続
戸
数
が
増
え
、
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
、
生
活
環
境
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
工
事
進

捗
に
つ
い
て
は
、
十
五
年
度
末
を

も
っ
て
阿
万
処
理
区
二
百
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
、
阿
万
地
区
百
二
十

一
へ
ク
タ
ー
ル
の
面
整
備
（
配
管
工

事
）
を
完
了
、
十
五
年
度
下
半
期
か

ら
北
阿
万
地
区
八
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
面
整
備
に
着
手
、
十
七
年
度
末
に

は
北
阿
万
地
区
の
面
整
備
を
完
了
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
面
整
備
と
並

行
し
て
十
六
年
度
か
ら
は
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
二
系
列
目
の
処
理
施
設
に
係

る
詳
細
設
計
に
着
手
し
、
十
九
年
度

末
に
は
阿
万
処
理
区
の
整
備
を
終
え

る
予
定
で
す
。

賀
集
・
福
良
処
理
区
は
、
現
在
面

整
備
と
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
を

並
行
し
て
進
め
、
兵
庫
県
が
提
唱
す

る

生
活
排
水
九
十
九
％
大
作
戦

の
最
終
年
度
で
あ
る
十
七
年
四
月
の

一
部
供
用
開
始
を
目
指
し
て
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
賀
集
及
び

福
良
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始
時

は
、
新
市

南
あ
わ
じ
市

で
の
施

設
稼
動
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
南
淡
町
の
制
度
で
は
、
公

共
ま
す
の
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

は
、
一
般
家
庭
に
お
い
て
一
個
当
た

り
十
万
円
で
す
。
し
か
し
新
市

南

あ
わ
じ
市

の
制
度
で
は
、
一
般
家

庭
で
は
公
共
ま
す
一
個
に
つ
き
十
五

万
円
（
一
括
納
付
の
場
合
は
十
二
万

円
）
と
値
上
が
り
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
本
年
三
月

議
会
で

公
共
下
水
道
基
金
条
例
、

公
共
下
水
道
分
担
金
条
例

が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
集
合
処
理
区
と
し
て

現
在
工
事
を
実
施
し
て
い
る
阿
万
・

賀
集
・
福
良
処
理
区
の
面
整
備
未
了

の
地
区
が
対
象
と
な
り
、
現
在
の
南

淡
町
の
制
度
と
同
等
の
額
で
受
益
者

分
担
金
と
し
て
事
前
納
付
し
て
い
た

だ
き
、
新
市
に
お
い
て
下
水
道
事
業

を
行
っ
た
場
合
、
受
益
者
負
担
金
と

し
て
充
当
す
る
制
度
で
す
。

こ
れ
か
ら
工
事
予
定
の
箇
所
に
お

住
ま
い
の
方
に
お
い
て
は
、
本
制
度

を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
活
用

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
手
続
き
等
に
つ
い
て

は
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
地
元

説
明
会
を
行
な
っ
た
後
、
本
制
度
に

基
づ
い
た
受
付
を
順
次
行
い
、
事
前

納
付
に
つ
い
て
は
、
十
月
初
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

南
淡
町
で
は
生
活
環
境
の
改
善
と

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
図
る
た

め
下
水
道
に
よ
る
集
合
処
理
と
併
せ

て
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ
る
個

別
処
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

人
槽
別
に
よ
る
設
置
補
助
金
及
び

個
別
処
理
区
域
に
つ
い
て
は
、
左
記

の
と
お
り
で
す
。

人
槽
別
設
置
補
助
金

五
人
槽
‥
五
十
万
四
千
円

七
人
槽
‥
六
十
六
万
三
千
円

十
人
槽
‥
八
十
七
万
一
千
円

十
一
人
槽
以
上
‥
百
三
十
三
万
三

千
円

個
別
処
理
区
域（
補
助
対
象
地
区
）

福
良
地
区

か
る
も
全
域
及
び
東
本
町
、
本
町
、

向
谷
、
仁
尾
の
一
部

賀
集
地
区

牛
内
全
域
及
び
鍛
治
屋
、
八
幡
西
、

八
幡
南
、
立
川
瀬
、
野
田
、
生
子
、

福
井
北
の
一
部

北
阿
万
地
区

稲
田
南
、
伊
賀
野
、
新
田
北
、
筒

井
、
高
原
の
一
部

阿
万
地
区

上
町
、
下
町
、
佐
野
、
中
西
、
吹

上
、
東
町
、
丸
田
の
一
部

灘
地
区

地
野
、
大
川
、
白
崎
、
来
川
の
全

域
及
び
仁
頃
、
払
川
、
城
方
、
山

本
、
黒
岩
の
一
部

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利

用
し
て
汚
水
を
処
理
し
て
い
ま
す
の

で
微
生
物
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を

保
つ
よ
う
に
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。

年
一
回
の
法
定
検
査
が
法
律
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場
上
下
水
道
課

五

二
五

二
五



南
淡
町
長

森

紘

一

施主 南淡町役場上下水道課
施工 森長組（現場事務所）

南
淡
町
長

森

紘

一

淡
路
鳴
門
岬
公
園
開
発
事
務
組
合

（
大
鳴
門
橋
記
念
館
・
み
さ
き
荘
）

は
、
昭
和
四
十
四
年
五
月
に
南
淡

町
・
西
淡
町
の
二
町
で
設
立
さ
れ
、

地
域
観
光
振
興
の
推
進
を
目
的
と
し

て
現
在
ま
で
三
十
五
年
間
に
わ
た
り

運
営
さ
れ
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

今
回
、
三
原
郡
四
町
合
併
に
よ
る

南
あ
わ
じ
市
の
誕
生
が
平
成
十
七
年

一
月
十
一
日
と
目
前
に
迫
り
、
現
在

の
状
況
を
そ
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継

ぐ
か
ど
う
か
を
当
事
務
組
合
議
会
で

何
回
も
議
論
、
審
議
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
た
び
平
成
十
六

年
八
月
一
日
を
目
途
と
し
て

民
営

化
を
図
る

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
事
務
組
合
は
、
従
来
か
ら
の
関

係
職
員
（
三
十
一
名
）
と
淡
路
人
形

座
職
員（
十
六
名
）で
構
成
さ
れ
、
い

ず
れ
の
職
員
も
地
方
公
務
員
の
身
分

を
有
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
そ
の

身
分
保
障
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
悩
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

記
念
館
及
び
み
さ
き
荘
に
つ
い
て

は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
会
社
を

設
立
し
、
西
淡
・
南
淡
両
町
か
ら
の

出
資
を
二
十
五
％
未
満
と
し
、
残
り

を
職
員
自
身
が
出
資
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
当
初
資
本
金
は
、
約
三

千
万
円
を
目
標
に
、
経
営
し
て
い
く

準
備
に
取
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

両
町
が
経
営
に
携
わ
れ
ば
色
々
な

条
件
に
し
ば
ら
れ
、
経
営
そ
の
も
の

が
硬
直
化
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
今
後
は
民
間
会
社
と
し
て

大
き
く
成
長
す
る
こ
と
を
望
ん
で
お

り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
、
収
支
が
赤

字
の
年
も
あ
り
、
職
員
の
給
与
カ
ッ

ト
等
を
行
い
大
変
苦
労
を
重
ね
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
淡
路
人
形
座
は
財
団
法
人

淡
路
人
形
協
会
に
身
分
を
転
籍
し
、

経
営
そ
の
も
の
を
人
形
協
会
が
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
退
職
金
・

年
金
・
福
利
厚
生
等
に
つ
い
て
は
、

職
員
が
不
利
益
を
受
け
な
い
よ
う
民

間
保
険
会
社
等
と
契
約
し
、
安
定
を

図
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
人
形
座
及
び
人

形
協
会
の
経
営
状
態
は
非
常
に
厳
し

く
、
ま
た
五
百
有
余
年
の
伝
統
を
考

え
た
と
き
、
現
在
の
ま
ま
で
は
存
続

も
難
し
い
の
で
、
合
併
を
機
に
新
市

で
健
全
経
営
が
で
き
る
よ
う
な
方
策

を
合
併
協
議
会
に
報
告
し
、
四
町
の

理
解
を
願
う
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
民
営
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様

方
の
決
断
力
、
と
り
わ
け
職
員
の
英

断
に
よ
っ
て
こ
こ
ま
で
で
き
た
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
務
員
の
身
分
を
有
す
る
者
が
、

こ
の
勇
気
あ
る
決
断
に
よ
っ
て
民
営

化
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
は
、
日

本
広
し
と
い
え
ど
も
例
が
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

議
員
及
び
職
員
に
改
め
て
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
私
も

両
経
営
が
順
調
に
進
ん
で
ゆ
く
よ
う

今
後
も
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
る
こ

と
を
お
約
束
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

月 日、遊技機メーカーパイオニア淡路工場の竣工
式が行われ、関係者約 人が出席しました。完成した
淡路工場では既に 名の社員が採用され、 月から本格
的にスロットマシンの製造・開発を行います。また、今
年度中にも第 次の社員募集を行う予定となっており地
元からの雇用が大いに期待されます。
竣工式当日は絶好の天候に恵まれ、神事やモチまき、
社員によるよさこい踊りの披露などがあり、町民の方々
ともども完成を祝いました。
この工場については平成 年に改正された企業誘致条

例の 施設的便宜
及び 誘致支援措
置 の適用により
用地買収をはじめ
造成工事等を町が
行った適用第 号
となりました。

下水道工事の実施に伴い、県道洲本南淡線の北阿万稲
田橋から丸山池にかけて、通行止めとなります。工事期
間中大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力くださいます
ようお願いいたします。
工事期間 月 日 月 日まで（日曜日は除きます）
作業時間 午前 時 午後 時
迂回路 県道阿万バイパス及び付近道路を迂回願います。

誘導、案内は交通整理員、看板等で行います。
通行止区間 県道洲本南淡線の稲田橋から丸山池まで。

稲田橋から施工を開始し、丸山池へ向って
順次工事を進めていきます。

パ
イ
オ
ニ
ア
淡
路
工
場



（
平
成
十
六
年
四
月
一
日
現
在
）

（
平
成
十
六
年
四
月
一
日
現
在
）

町

長

森

紘

一

助

役

川

原

周

二

収
入
役

奥

浜

晃

教
育
長

森

上

祐

治

理

事

藤

本

昇

（
総
合
政
策
・
財
政
・
合
併
調

整
担
当
）

室

長

郷

直

也

国
体
推
進
室
長

東

茂

樹

参

事

高

川

欣

士

（
緑
町
・
西
淡
町
・
三
原
町
・

南
淡
町
合
併
協
議
会
勤
務
）

参

事

細

川

貴

弘

（
緑
町
・
西
淡
町
・
三
原
町
・

南
淡
町
合
併
協
議
会
勤
務
）

参

事

居

神

功

治

課
長
補
佐

北

口

力

（
緑
町
・
西
淡
町
・
三
原
町
・

南
淡
町
合
併
協
議
会
勤
務
）

課
長
補
佐

河

井

達

雄

係

長

加

野

泰

生

係

長

田

村

愛

子

主

査

福

田

晃

久

主

査

船

越

直

子

主

事

阿

部

志

郎

主

事

江

本

典

隆

主

事

田

直

人

主

事

亀

淵

重
三
子

主

事

前

田

浩

子

課

長

奥

村

智

司

（
兼
選
管
書
記
長
）

参

事

田

中

研

次

参

事

林

光

一

参

事

岩

倉

正

典

副
課
長

藤

本

和

宏

課
長
補
佐

山

見

嘉

啓

課
長
補
佐

谷

口

富
美
代

主

事

川

添

卓

也

主

事

徳

田

剛

主

事

居

神

さ
ゆ
り

主

事

酒

部

美

里

主

事

三

谷

香

名

主

事

近

江

佐
栄
子

課

長

小

路

益

生

参

事

澤

田

信

雄

参

事

奥

井

俊

二

参

事

角

村

恵
美
子

主

査

榎

本

新

主

査

澤

田

晋

吾

主

査

居

上

洋

子

主

査

船

本

有

美

主

事

山

本

伸

一

主

事

森

浦

勇

人

主

事

堂

村

奈

美

課

長

片

山

京

子

参

事

蝉

塚

民

男

副
課
長

里

村

敏

夫

課
長
補
佐

樫

本

昌

明

課
長
補
佐

桝

井

ふ
じ
子

主

査

板

野

あ
ゆ
美

主

査

瀬

真

弓

主

事

大

西

隆

光

主

事

狭

間

智

沙

課

長

土
井
本

環

参

事

榎

本

貢

課
長
補
佐

山

崎

稔

弘

係

長

倉

本

雅

文

係

長

森

山

雅

生

係

長

西

庄

登

係

長

鍵

山

淳

子

主

事

原

田

と
も
子

主

事

楠

木

佐
永
子

主

事

森

田

え
り
か

主

事

槙

本

恭

子

主

事

肥

田

理

江

館

長

安

田

和

示

所

長

藤

本

健

介

主
任
保
健
師

桐

本

正

子

主
任
保
健
師

芝

美
智
世

主
任
保
健
師

河

井

美

和

栄

養

士

荒

木

柳

子

保

健

師

小

林

有

美

保

健

師

安

部

こ
ず
恵

課

長

平

野

文

啓

参

事

中

田

眞
一
郎

主

査

金

山

知

史

主

査

山

田

基

代

主

事

北

井

一

也

主

事

磯

見

俊

仁

課

長

高

田

耕

次

参

事

宮

本

和

佳

参

事

村

上

演

良

参

事

神

田

拓

治

課
長
補
佐

立

川

智

久

課
長
補
佐

榎

本

輝

夫

係

長

小

路

美
枝
子

主

査

中

野

富
美
子

主

事

清

水

信

彰

主

事

榎

勢

陽

一

主

事

郷

佳

広

主

事

山

本

高

広

主

事

池

本

達

哉

主

事

庄

田

光

男

主

事

藤

見

映
理
子

課

長

南

幸

正

参

事

山

下

達

也

参

事

中

野

雅

史

課
長
補
佐

以

頭

和

之

課
長
補
佐

高

田

篤

子

主

査

新

地

重

幸

主

査

小

松

律

子

主

事

小

林

智

幸

主

事

並

木

慶

彰

課

長

稲

山

昜

二

参

事

斉

藤

幸

一

参

事

栗

林

宏

明

参

事

阿

万

力

参

事

片

山

勝

義

副
課
長

江

本

光
三
郎

副
課
長

阿

部

喜

芳

副
課
長

野

河

淳

二

課
長
補
佐

森

本

圭

亮

課
長
補
佐

田

中

章

次

課
長
補
佐

仲

山

和

史

課
長
補
佐

蝉

塚

絹

代

係

長

佐

藤

佳

史

主

査

上

田

一

路

主

査

村

上

雅

文

主

査

松

本

奈
生
子

主

事

高

田

智

之

主

事

藤

田

隆

翁

主

事

森

正

和

主

事

橋

本

勇

紀

主

事

島

田

智

章

課

長

稲

山

益

男

課
長
補
佐

江

本

晴

己

主

査

廣

瀬

ち

さ

主

事

梅

本

ゆ
か
り

局

長

宮

本

百
合
子

（
兼
監
査
書
記
）

参

事

松

下

良

卓

（
兼
監
査
書
記
）

課
長
補
佐

阿

閉

裕

美

局

長

島

田

憲

治

係

長

飛

田

千

景



（（
平平
成成
十十
六六
年年
四四
月月
一一
日日
現現
在在
））

所

長

榎

本

尚

課
長
補
佐

森

照

子

所

長

坂

井

亘

課
長
補
佐

山

下

富

子

所

長

前

川

裕

一

係

長

岡

本

美
登
子

所

長

田

浦

と
く
子

主

事

東

和

幸

所

長

口

昭

仁

課
長
補
佐

塙

英

明

係

長

郷

祥

子

所

長

宮

崎

美

枝

係

長

林

育

世

所

長

橋

本

仁

課
長
補
佐

大

川

も
ゆ
み

主

査

川

口

明

代

参

事

竹

内

秀

次

主

査

松

山

勤

課

長

村

上

要

（
学
校
給
食
）

副
課
長

佃

信

夫

課
長
補
佐

山

本

嘉

朗

（
農
業
共
済
）

主

事

谷

本

尚

之

主

査

印

部

泰

男

課

長

北

川

泰

大

課
長
補
佐

湯

浅

豊

秋

主

事

森

崎

研

一

主

事

榎

勢

美

和

課

長

太

田

良

一

参

事

岸

上

敏

之

副
課
長

大

谷

武

司

課
長
補
佐

松

本

典

浩

主

査

釣

島

章

継

（
社
会
教
育
主
事
）

主

査

坂

田

真
由
美

主

事

川

添

雅

弘

館

長

酒

林

要

作

主

査

山

崎

千
和
紀

館

長

黒

田

親

作

副
課
長

阿

部

員

久

主

事

興

津

育

子

副
館
長

宗

田

健

主

査

安

田

文

子

所

長

酒

林

祐
見
子

主
任
保
育
士

真

野

和

代

主
任
保
育
士

奥

浜

千
江
子

主
任
保
育
士

片

山

明

子

主
任
保
育
士

高

松

律

子

主
任
保
育
士

宗

田

幸

恵

主
任
保
育
士

欅

田

由

香

主
任
保
育
士

谷

田

リ

カ

主

査

内

海

聰

美

（
調
理
師
）

主

査

太

田

啓

子

（
調
理
師
）

所

長

前

川

万
里
子

主
任
保
育
士

片

山

和

美

主
任
保
育
士

河

井

久

代

主
任
保
育
士

中

川

照

己

主
任
保
育
士

山

崎

泉

主
任
保
育
士

榎

本

ひ
と
み

主
任
保
育
士

村

居

豊

子

主
任
保
育
士

本

田

睦

主

査

山

下

久
美
子

（
調
理
師
）

所

長

榎

本

敬

子

主
任
保
育
士

飛

田

福

子

主
任
保
育
士

阿

部

香
保
重

主
任
保
育
士

阿

部

和

代

主
任
保
育
士

石

井

真
由
美

主
任
保
育
士

長

尾

ま
ゆ
み

主

査

福

本

近

子

（
調
理
師
）

所

長

吉

田

真
由
美

主
任
保
育
士

坂

東

か

よ

主
任
保
育
士

榎

本

厚

子

主
任
保
育
士

山

口

美
保
子

主
任
保
育
士

森

本

美
代
子

主
任
保
育
士

奥

村

裕

子

主

査

山

形

さ
ゆ
り

（
調
理
師
）

所

長

倉

本

美
貴
子

主
任
保
育
士

海

部

美

文

主
任
保
育
士

田

村

佐
代
子

主

査

森

敬

子

（
調
理
師
）

賀
集
小
学
校

阪

本

ゆ
り
子

北
阿
万
小
学
校

江

本

す
み
子

阿
万
小
学
校

鶴

永

淳

子

灘
小
学
校

東

田

美

年

南
淡
中
学
校

庄

田

輝

夫

々

山

口

明

宏

々

斉

藤

薫

広
報

な
ん
だ
ん

四
月
号
（
第

六

六
号
）
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
訂
正
し
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま

す
。

国税電子申告・納税システム（ ）がスタート
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る
で
し
ょ
う
し
、
そ
う
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
に
な
る
の
が
た
ん
ぱ
く
質
や

脂
質
で
す
。
で
す
か
ら
、
一
日
の
始

ま
り
に
際
し
て
、
ま
ず
朝
ご
飯
を
十

分
に
と
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
に
か
か

わ
っ
て
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に

再
考
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
で

出
発
し
た
今
年
度
で
す
。

今
月
の
合
い
こ
と
ば
をと

し
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
目
覚
め
の
朝
が
き
ま

し
た
。
さ
あ
、
一
日
の
始
ま
り
で
す
。

と
こ
ろ
で
、先
月
の
あ
る
新
聞
に
朝

の
食
事

を
紹
介
し
た
記
事
が
あ
り

ま
し
た
。

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
大

人
と
同
じ
夜
型
に
な
り
、
一
日
の
中

で
、
体
調
の
一
番
優
れ
て
い
る
の
は

夜
で
あ
る
と
答
え
る
子
ど
も
も
少
な

く
な
い
よ
う
で
す
。

早
寝
、
早
起
き
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
の
で
す
が
、
朝
は
、
ま
ず
体
調

を
整
え
、
体
の
目
覚
め
や
集
中
力
を

つ
け
て
学
校
へ
と
い
き
た
い
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
脳
や
内
臓

の
活
動
を
活
発
に
さ
せ
る
必
要
が
あ

自
分
の
出
勤
時
間
、
子
ど
も
の
登

校
時
間
と
、
本
当
に
気
ぜ
わ
し
い
毎

朝
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
人
の
気
配
り
と
し
て
の
朝
ご
飯
は
、

単
に
栄
養
補
給
の
手
段
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
決
ま
っ
た
時
間
の
行
動
や
、

あ
い
さ
つ
の
交
換
で
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
基
本
的
生
活
習
慣
の
ス

タ
イ
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に

も
大
切
な
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
す
・
・
・

ご
ち
そ
う
さ
ま
・
・
・

い
っ
て
き
ま
す
・
・
・

ハ
ー
イ
ッ
気
を
つ
け
て
ね
・
・
・

一
歩
外
に
出
れ
ば
、
道
行
く
地
域

の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
の

お
は

よ
う

の
声
か
け
が
あ
り
ま
す
。

さ
あ
！
き
ょ
う
も
一
日
、
元
気
で

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
校
舎
が
完
成
し
、
気
分
も

新
た
に
十
六
年
度
の
新
学
期
を
迎
え

ま
し
た
。

北
阿
万
小
学
校
で
は
、
工
事
の
関

係
か
ら
、
昨
年
は
運
動
会
を
早
め
た

経
緯
も
あ
り
、
気
候
的
に
も
め
ぐ
ま

れ
た
五
月
、
親
子
で
楽
し
め
る
運
動

会
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た

思
い
か
ら
、
来
る
五
月
二
十
二
日

（
土
）に
開
催
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
地
域
の
子
ど
も
は
地

域
で
育
み
ま
し
ょ
う
と
、
地
域
の
お

じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
方
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
町
内
六
小
学
校
区
で
、

い
ろ
い
ろ
な
体
験
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
も
五
月
を
起
点
に
出
発
さ

せ
た
い
も
の
と
、
計
画
を
練
っ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
か
か
わ
り
と
な

る
と
、
気
疲
れ
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
大
人
も
子
ど
も
も
思
い
出
に
残

る
活
動
に
し
た
い
も
の
と
、
指
導
者

陣
は
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責
、
榎
本
）

地
価
の
下
落
で
土
地
の
評
価
額

は
下
が
っ
て
い
る
の
に
、
税
額
が
上

が
る
の
は
お
か
し
く
な
い
で
す
か
？

地
域
や
土
地
に
よ
っ
て
評
価
額

に
対
す
る
税
負
担
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
（
例
え
ば
同
じ
評
価
額
の
土
地
が

あ
っ
て
も
実
際
の
税
額
が
異
な
る
）

の
は
、
税
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら

問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
九

年
度
以
降
、
負
担
水
準
（

）
の

均
衡
化
を
重
視
し
た
調
整
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
負
担
水
準
が
高
い

土
地
は
税
負
担
を
引
き
下
げ
又
は
据

え
置
く
一
方
、
負
担
水
準
が
低
い
土

地
は
少
し
ず
つ
税
負
担
を
引
き
上
げ

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
負
担
水
準
の

ば
ら
つ
き
の
幅
を
狭
め
て
い
く
し
く

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。（

）

し
た
が
っ
て
、
地
価
の
動
向
に
関

わ
り
な
く
全
て
の
土
地
の
税
額
が
上

が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
税
額

が
上
が
っ
て
い
る
の
は
、
地
価
が
上

が
っ
て
い
る
場
合
を
除
け
ば
、
負
担

水
準
が
低
い
土
地
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
現
在
は
税
負
担
の

公
平
を
図
る
た
め
に
、
ば
ら
つ
き
を

修
正
す
る
途
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
価
動
向
と
税
負
担
の
動
き
が
一
致

し
な
い
場
合
、
つ
ま
り
地
価
が
下
落

し
て
い
て
も
税
額
は
上
が
る
と
い
う

場
合
も
生
じ
て
い
る
わ
け
で
す
。

前年度課税標準
負担水準

新評価額（ 住宅用地特例率〔 又は 〕）

負担水準の状況 課税標準の計算方法 前年度比負担水準の状況 課税標準の計算方法 前年度比
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七
月
、
南
淡
町
と
姉
妹
提
携
を
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
・
オ
ハ
イ
オ
州
セ

ラ
イ
ナ
市
か
ら
、
友
好
と
親
善
の
き

ず
な
を
深
め
る
た
め
に
学
生
等
使
節

団
が
や
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
南
淡
町
で
は
国
際
交
流

に
関
心
が
あ
り
、
ご
支
援
ご
協
力
を

い
た
だ
け
る
方
々
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

募
集
区
分

条
件
】
セ
ラ
イ
ナ
市
の
学
生
等
を

温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
け
る
ご
家

庭
【
受
入
期
間
】
七
月
十
三
日
（
火
）

七
月
十
八
日
（
日
）

【
今
回
受
入
メ
ン
バ
ー
】

学
生

七
名
（
全
員
女
性
）

引
率
者

二
名（
男
女
各
一
名
）

条
件
】
必
須
語
学
は
英
語
と
し
ま

す
が
、
そ
の
他
の
語
学
修
得
者
も

歓
迎
し
ま
す
。

応
募
方
法

電
話
に
て
、
左
記
事

務
局
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

五
月
三
十
一
日（
月
）

ま
で

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

南
淡
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
役
場
町
長
公
室
内
）

五

二

五

一

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体

の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
が
完
成
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
携
帯
電
話
の
着
メ
ロ
も

可
能
と
あ
っ
て
、
国
体

へ
の
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ッ

ト
の

は
ば
タ
ン

を
歌
っ
た

は

ば
タ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル

で
、
の
じ
ぎ

く
兵
庫
国
体
実
行
委
員
会
（
兵
庫
県

国
体
局
）
が
制
作
し
ま
し
た
。
作
詞
、

作
曲
を
同
委
員
会
職
員
が
こ
な
し
た

手
作
り
で
、
著
作
権
、
使
用
料
な
ど

の
問
題
を
ク
リ
ア
、
誰
で
も
自
由
に

使
え
る
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。

花

花

の
ア
レ
ン
ジ
を
手
が
け

た
パ
パ
ダ
イ
ス
ケ
さ
ん
が
編
曲
し
、

明
る
く
楽
し
い
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
曲

（
三
分
三
十
秒
）
は
親
し
み
や
す
く
、

子
供
た
ち
に
ぜ
ひ
歌
っ
て
踊
っ
て
も

ら
い
た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

同
委
員
会
は
国
体
ム
ー
ド
の
盛
り

上
げ
に
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ

を
フ
ル
活
用
し
て
い
く
方
針
で
す
。

は
ば
タ
ン
の
歌

は
ば
タ
ン
カ
ー

ニ
バ
ル

は
同
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
携
帯
電
話
（

）
で
ア
ク
セ
ス

す
れ
ば
、
着
メ
ロ
と
し
て
も
取
り
込

め
ま
す
。
近
く
第
二
弾
と
し
て
、
こ

の
歌
に
振
り
付
け
を
し
た「
は
ば
タ

ン
ダ
ン
ス
」を
つ
く
り
、

イ
ベ

ン
ト
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
学
校
の

運
動
会
、
保
育
所
等
で
の
遊
戯
な
ど

を
通
じ
て
、
広
め
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。な
お
、同
委
員
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は

で
す
。



慎重に署名する北川富嗣会長

淡
路
花
ち
ら
し
を
紹
介
す
る
吉
田
さ
ん

四
月
五
日
、
桜
満
開
の
護
国
寺
横

の
田
中
正
平
博
士
記
念
野
外
音
楽
堂

で
第
九
回
な
ん
だ
ん
古
典
の
夕
べ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
昼
か
ら
野
点
や
琴
演
奏
が
あ
り
、

夕
方
か
ら
は
町
内
の
団
体
に
よ
る
だ

ん
じ
り
唄
と
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
イ
ン

と
し
て
能
楽
協
会
神
戸
支
部
に
よ
る

能
と
狂
言
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
桜

の
花
と
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
野
外
で

行
わ
れ
る
舞
台
に
参
加
者
約
八
百
人

が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は

南
淡
町
商
工
会
、
南
淡
町
文
化
協
会
、

南
淡
町
教
育
委
員
会
な
ど
が
共
催
で

実
施
し
ま
し
た
。

月 日、三原郡農業共済会館で三原郡商工会合併
の基本協定締結式が行われました。三原郡内の 町長
が立会いのもと、各町の商工会長が慎重に署名捺印し
ました。基本協定内容は、南あわじ市の区域内で新設
合併方式を取り、合併協議会を立ち上げ、平成 年
月 日に新商工会設立に向けて準備を進めるとの旨が
記載されています。

大鳴門橋記念館レストランうずしおの古田光典さん
（賀集）作成の 淡路花ちらし が第 回淡路島創作
料理コンテスト（淡路島観光連盟主催）で最優秀賞を
受賞しました。昨年の 蛸とさざえの宝楽飯 に続い
ての受賞です。この料理は花の島 あわじ をイメー
ジして淡路産の魚介類を花状に盛り込み、サラダ風に
仕上げ、玉ねぎドレッシング
を絶妙に絡めたライスカル
パッチョです。古田さんは 地
元の人にも食べに来てもらい
たい と語りました。レスト
ランでは、ローストビーフと
スープが付いて 円で販
売しています。さっぱりとし
ておいしいのでぜひご賞味く
ださい。



新船しまかぜ

携
帯
電
話
を
し
な
が
ら
運
転
は

郷土芸能で竣工を祝う

校
舎
四
階
か
ら
潮
崎
の
風
力
発
電

施
設
も
眺
め
ら
れ
る

や
め
ま
し
ょ
う

と
呼
び
か
け
た

四
月
十
二
日
、
南
淡
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

南
淡
町
交
通

安
全
大
会

が
行
わ
れ
、
北
阿
万
保

育
園
児
ら
も
街
頭
啓
発
に
参
加
し
、

運
転
中
の
携
帯
電
話
は
や
め
ま

し
ょ
う

な
ど
と
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人

ひ
と
り
に
声
を
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、

三
原
警
察
署
交
通
課
長
が
講
話
と
し

て
、
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
の
事
例

を
交
え
な
が
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
春
の
交
通
安
全
運
動

の
一
環
で
町
内
の
企
業
や
安
全
協
会
、

四
月
五
日
、
北
阿
万
小
学
校
で
校

舎
改
築
工
事
竣
工
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
神
事
後
の
式
典
で
は
児
童

も
だ
ん
じ
り
唄
を
披
露
し
、
完
成
を

喜
び
ま
し
た
。
こ
の
校
舎
は
老
朽
化

の
た
め
平
成
十
五
年
十
月
一
日
着
工
、

十
六
年
三
月
二
十
五
日
完
成
し
ま
し

た
。校

舎
の
特
徴
と
し
て
、
鉄
骨
造
で

既
存
の
旧
校
舎
の
一
部
と
の
合
体
化
、

児
童
の
安
全
管
理
対
策
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
や
車
椅
子
で
も
ト
イ
レ

に
入
れ
る
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

災
害
時
の
避
難
地
と
し
て
の
利
用
も

考
え
た
設
計
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
川
英
典
校
長
は

地
域
の
象
徴

に
な
れ
る
よ
う
に
教
育
活
動
に
努
力

し
て
い
き
た
い

と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

主要地方道洲本南淡線（灘黒岩 地野間）が 年間にわたる工
期を終え、完成しました。
月 日、灘黒岩現地で開通式と竣工式が行われました。この

道路は、全体延長が約 キロメートル。落石や地滑りも多い急
しゅんな地形であるため、総事業費は約 億円かかりました。
この日はあいにくの雨でしたが、テープカットやくす玉割り、
灘 小 児 童 の
銭太鼓 が

披露されまし
た。また、灘
保育所園児ら
が色とりどり
の風船を持っ
て元気よく歩
き、渡り初め
を行いました。

安
全
対
策
委
員
会
ら
約
八
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

沼
島
汽
船

の

し
ま
か
ぜ

は

昭
和
六
十
三
年
か
ら
就
航
し
て
い
ま

し
た
が
、
老
朽
化
の
た
め
新
造
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
三
月

二
十
七
日
、
沼
島
で
竣
工
祝
賀
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
お
昼
前
に
福
良
港
を
出
港
し

た
新
船
は
、
沼
島
漁
港
に
到
着
す
る

と
、
住
民
の
皆
さ
ん
方
の
笑
顔
や
沼

島
小
児
童
の
威
勢
の
良
い
和
太
鼓
演

奏
で
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

な
お
、
新
船
に
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

が
取
り
入
れ
ら
れ
、
後
部
に
車
椅
子

用
入
口
と
座
席
、
ま
た
身
障
者
用
ト

イ
レ
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
ひ
と
に

や
さ
し
い
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

沼
島
汽
船

代
表
取
締
役
の
古
谷

嶽
さ
ん
は

沼
島
と
周
辺
住
民
の
生

活
の
安
定
を
守
る
使
命
を
感
じ
て
い

ま
す
。

と
語
り
ま
し
た
。
新
船
建

造
費
二
億
一
千
万
円
、
四
月
一
日
か

ら
就
航
し
て
い
ま
す
。



敬
称
略
）

敬
称
略
）

敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

福
良
地
区

長
手
尚
子
、
平
瀬
佳

津
子
、
徳
井
恵
伊
子
、
道
本
登
喜
子
、

村
上

肇

賀
集
地
区

白
瀬
と
み
子
、
山
口

美
智
子
、
樫
本
京
子
、
川
渕
修
史

北
阿
万
地
区

藤
原
京
子
、
中
川

博
文
、
森
本
美
代
子

阿
万
地
区

榎
本
明
司
、
榎
本
純

子
、
阿
部
さ
つ
き
、
廻
角
素
輝
、
藤

本
卓
美
、
山
名
千
佳
子
、
江
本
れ
い

子
、
深
田
美
也
子
、
石
浜
英
一
、
安

田
弘
政
、
黒
田
哲
史
、
太
田
文
雄
、

坂
本
俊
哉
、
岡
本
当
代
、
由
良

豊
、

榎
本
和
弘
、
山
口
美
保
子
、
阿
部
誠
、

福
田
聖
、
大
西
と
し
子
、
末
広
圭
尉
、

池
本

健
、
狭
間
慶
子
、
藤
本
千
代

美
、
阿
部
睦
美
、
原
口

誠
、
榎
勢

明
美
、
浜
田
美
登
里
、
深
田
洋
子
、

阿
部
新
一
、
阿
部
和
子
、
阿
部
文
子
、

東
所
秀
美
、
鈴
木
照
子
、
阿
部
活
也
、

阿
部
陽
子
、
江
本
和
夫
、
園
生
育
代
、

坂
本
孝
也
、
鈴
木
秀
明
、
山
形
京
子
、

太
田
ひ
ふ
美
、
由
良
弘
志
、
岸
上
敬

子
、
鈴
木
千
恵
子
、
川
添
喜
代
子
、

江
本
賢
司
、
川
添
啓
睦
、
桑
嶋
久
視

子
、
東
中
克
之

灘
地
区

奥
村
裕
子

回数 受講日 曜日 開始時間回数 受講日 曜日 開始時間

リズムに合わせ、楽しく体を動かしながら、脂肪を燃焼
させ、スタミナアップを図りませんか。
受講料 回分 ， 円

（第 回目の講習時にいただきます。）
申込みは 月 日（金）午前 時 分

から電話で受付します。
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緑
町
の
町
花
で
も
あ
る
梅
は
、
ま

さ
に
、
緑
町
を
代
表
す
る
花
で
す
。

古
く
か
ら
こ
の
地
域
に
は
梅
の
名

所
が
あ
り
、
小
学
校
に
入
学
す
る
際

に
も
お
祝
い
と
し
て
町
か
ら
梅
の
苗

木
が
贈
ら
れ
る
な
ど
、
思
い
入
れ
の

強
い
木
で
す
。
そ
れ
ら
を
象
徴
す
る

の
が
広
田
梅
林
で
、
皆
さ
ん
も
一
度

く
ら
い
は
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
原
町
の
花

つ
つ
じ

は
、
山

林
に
自
生
し
家
庭
園
芸
と
し
て
も
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
形
、
色
彩
の
千

変
万
化
は
、
豊
か
な
想
像
性
を
象
徴

し
て
い
ま
す
。
緑
と
交
わ
る
調
和
の

よ
い
平
和
な
花
と
し
て
公
共
施
設
や

公
園
、
道
路
沿
い
に
も
植
え
ら
れ
、

多
く
の
人
に
憩
い
と
潤
い
を
与
え
て

い
ま
す
。

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
名
勝
・

慶
野
松
原
。
広
大
な
砂
浜
に
数
万
本

の
松
が
生
い
茂
り
、
中
で
も
太
く
て

曲
が
り
く
ね
っ
た
樹
齢
百
年
を
越
え

る
老
松
は
訪
れ
た
人
々
を
魅
了
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
松
は
防

風
・
防
潮
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、

慶
野
松
原
を
美
し
く
す
る
会

や

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
多

タ

コ

井
手
坂
忠
行

カ

シ

中
田

修
楽

マ

チ

木
下

泉
涯

冠

句

山
本

一
楽

冠

句

篠
田

南
陽

ラ

ク

栗
林

恒
男

冠

句

坂
本

三
山

オ
カ
イ

北
川

博
子

オ
カ
イ

松
崎
よ
し
み

冠

句

木
田

孝
男

冠

句

北
川

実
石

カ

シ

松
崎
み
よ
し

ラ

ク

北
川

富
三

冠

句

篠
田
き
く
江

冠

句

加
野

峰
堂

カ

シ

木
下

恒
泉

冠

句

樫
原

幸
男

冠

句

原
田

紅
梅

冠

句

管
田

照
子

冠

句

松
山

聳
山

く
の
方
々
の
力
に
よ
り
守
ら
れ
て
い

ま
す
。

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
全
国
的
に

有
名
に
な
っ
た
灘
黒
岩
水
仙
郷
。
し

か
し
水
仙
は
観
光
面
だ
け
で
は
な
く

産
業
面
に
お
い
て
も
、
昔
か
ら
地
元

の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
重
要
な
花
で

す
。
地
元
農
家
は
山
々
で
こ
の
水
仙

を
栽
培
し
、
全
国
各
地
へ
出
荷
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅
う
ず
し
お

や
三
原
町
の
ゆ
ず
る
は
ダ
ム
公
園
な

ど
灘
以
外
で
見
ら
れ
る
水
仙
の
花
は
、

灘
の
水
仙
郷
と
同
じ
日
本
水
仙
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。



最
近
は
、
乳
幼
児
健
診
に
お
い
て

も
、
夜
型
生
活
の
子
が
増
え
、
起
床

時
間
も
遅
い
子
が
み
ら
れ
ま
す
。

一
歳
六
ヵ
月
頃
か
ら
の
幼
児
は
、
身

体
の
成
長
や
、
運
動
機
能
・
精
神
的

な
発
達
に
よ
り
、
自
立
心
が
芽
生
え

る
時
期
で
す
。
言
葉
を
理
解
し
は
じ

め
る
こ
の
頃
か
ら
、
自
立
を
目
指
し

て
、
少
し
づ
つ
生
活
の
リ
ズ
ム
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

幼
児
期
は
成
長
・
発
育
に
個
人
差

が
で
て
き
ま
す
が
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
成
長
の
早
い
子
も
、
遅

い
子
も
い
る
の
が
自
然
で
す
。
ほ
か

の
子
と
比
べ
な
い
で
、
発
育
を
優
し

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

し
つ
け
は
、
子
ど
も
の
や
る
気
を

援
助
し
た
り
、
達
成
感
や
自
信
を
持

た
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
親
の
押

し
つ
け
は
で
き
る
だ
け
避
け
、
発
育

状
況
に
応
じ
て
、
ゆ
っ
く
り
テ
ン
ポ

で
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

育
児
は
、
毎
日

気
が
休
ま
ら
な
い

大
変
な
仕
事
の
連

続
で
す
。
家
族
み

ん
な
が
積
極
的
に

育
児
に
参
加
し
、

協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

ブ
ー
ブ
ー

や

ワ
ン
ワ
ン

な
ど
、
ゆ
っ
く
り
こ
と
ば
を
覚
え
て

い
き
ま
す
。
楽
し

い
雰
囲
気
で
話
し

か
け
た
り
、
伝
え

た
い
サ
イ
ン
に
笑

顔
で
答
え
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

戸
外
は
、
家
の
中
で
は
で
き
な
い

砂
遊
び
や
、
水
遊
び
な
ど
で
、
創
造

性
を
高
め
る
魅
力
的
な
刺
激
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。

絵
本
は
子
ど
も
の
創
造
力
を
育
て

た
り
、
親
子
が
ゆ
っ
く
り
と
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
時
間
を
つ
く
り
ま
す
。

運
動
の
能
力
が
つ
い
て
く
る
頃
で

す
。
全
身
を
十
分

に
動
か
す
遊
び
で

運
動
能
力
を
育
て

ま
し
ょ
う
。

幼
児
番
組
は
子
ど
も
に
と
っ
て
楽

し
い
ひ
と
と
き
で
す
が
、
長
い
時
間

み
せ
た
り
、
つ
け
っ
ぱ
な
し
は
避
け

ま
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
の
代
わ
り
に
、

年
齢
に
あ
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
与
え
ま

し
ょ
う
。

子
ど
も
の
発
育
は
早
く
、
育
児
に

戸
惑
い
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
日
頃
の

疑
問
や
不
安
に
、

一
人
で
悩
ま
な

い
で
く
だ
さ
い
。

南
淡
町
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
に

保
健
師
・
栄
養

士
が
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

五

二
一
二
二
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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
二
十

歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人

が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
加
入
の
種
類
は
自
営
業
者
や

学
生
な
ど
の
第
一
号
被
保
険
者
、
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
で
あ

る
第
二
号
被
保
険
者
、
第
二
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

（
収
入
が
一
定
額
を
超
え
な
い
人
）

で
あ
る
第
三
号
被
保
険
者
の
三
種
類

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

ご
本
人
や
配
偶
者
の
就
職
、
転
職
、

結
婚
な
ど
人
生
の
節
目
に
は
国
民
年

金
の
種
別
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
、

種
別
変
更
の
届
出
が
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

届
出
が
遅
れ
る
と
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な

っ
た
り
、
万
が
一
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
や
、
亡
く
な
っ
た

場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

変
わ
っ
た
ら
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、
住
民
生
活
課
年
金
係

（

五

二
五
一

）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ ん な と き 被保険者の種別 届 出 先こ ん な と き 被保険者の種別 届 出 先

他の市区町村から転入したとき 転出証明書，印かん
他の健康保険などをやめたとき 健保の離脱証明書，印かん
生活保護をうけなくなったとき 保護廃止決定通知書，印かん
子どもが生まれたとき 母子健康手帳，保険証，印かん
外国籍の人が入るとき 外国人登録証明書

他の市区町村へ転出したとき 保険証，印かん
他の健康保険などに入ったとき 国保と健保の保険証または取得証明書

印かん
生活保護をうけはじめたとき 保護開始決定通知書，保険証，印かん
死亡したとき 死亡を証明するもの，保険証，印かん
外国籍の人がやめるとき 外国人登録証明書，保険証

退職者医療制度に該当したとき 年金証書，保険証，印かん
退職者医療制度に該当しなくなったとき 保険証，印かん
住所・世帯主・氏名などが変わったとき 保険証，印かん
保険証をなくしたり，汚して使えなくなったとき 身分を証明するもの，保険証，印かん
修学のため，子どもが他の市区町村に住むとき 在学証明書，保険証，印かん
長期出張・旅行などで個別の保険証が必要なとき 保険証，印かん

保険税は国保の大切な財源となって，病気や

けがをしたときの医療費にあてられています。

いざというときみなさんを支える保険税ですか

ら、忘れずに納めましょう。





死 亡）

（出 生）

町
の
人
口
・
世
帯

りゅうと

あらし

あかね

きらら

死 亡）

（出 生）

りゅうと

あらし

あかね

きらら

出 生）

町
の
人
口
・
世
帯

月 日 月 日受付分（敬称略）
この欄に載せて欲しくない方は、届け
出のときに窓口へお申し出ください。

世 帯 数 世帯

男 人

女 ， 人

合 計 ， 人

納期限は、 月 日（月）です。
納税はお近くの銀行・郵便局・農協など
の金融機関で、 月 日（月）までに
お願いします。



月 日 曜日 内 容 時 間 場 所月 日 曜日 内 容 時 間 場 所


